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愛媛人工透析研究会事務局
山師定 菅政治

（令和3年10月2日 第20回「病院と在宅看護・介護の連携」合同研修会）

「災害対応の現状と課題
〜地域で連携し“命”と“生活”を守る〜」

（透析）クリニックの立場から



災害から命を守るためには

• 平時からできる災害対策

• 災害時の対応

• 災害マニュアルの作成（スタッフ向け）



平時からできる災害対策（クリニック）

• 非常招集基準と方法決定しておく

(例：震度5強以上の地震発生時、全スタッフを緊急招

集する。マンパワー不足に対する応援要請を含む）

➡当院では震度6以上で責任者のみ来院

• 備蓄（水、電気、食料）



災害が起きたら

• スタッフや患者様の安否情報確認

• ライフラインの確認

• 避難経路･避難先の確保及び搬送手段



連絡先の確認（災害時）

• 自治体

• 消防署

• ライフライン（電気・ガス・水・透析機器）

• 介護施設（特に透析患者さん）



災害マニュアル作成
（スタッフ向け）



災害マニュアル作成（スタッフ向け）



透析とは
1回4時間週3回（月水金又は火木土）

尿（人間の尿量1日1200ml－1500ml）がでないかわりに

透析で体に溜まった老廃物と水を除去



透析の様子
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透析患者の所在分布

愛媛県下の透析患者の3人
に1人が松山圏域に在住

1387人

宇和島圏域は336人



透析患者の約10～15％が入院中
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現在は透析患者の4人に1人が80歳以上

災害時の連絡・移動手段は？
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東日本大震災（2011/3/11）



熊本地震（2016/4/16）



2018年7月西日本豪雨



2019年9月台風15号（千葉県）

風害、停電



透析医療を脅かす災害
阪神・淡路大震災による都市倒壊・火災 東日本大震災による巨大津波

地震災害への対策

増水がピーク時の市立大洲病院裏

H30.1.12の大雪 通勤風景

洪水・水害・雪害・
渇水への対策

災害の種類の
多様化



新型コロナウイルス感染症
（2020年3月～）



災害と透析

• 最低限 発災後3日以内に透析

• 最低限 週2回。1回3時間

• 透析が1日遅れても大丈夫

• 急を要するわけではない



非常に狭い地域で、１～２つ
程度の透析室が透析不能に
なる可能性がある

より広い範囲に存在する複数の
透析室が一定期間（１～2週間）
透析不能になる可能性が高い

地域の大半が大きな被害を受け、
数十の施設で数千人レベルの
支援透析が必要になる

阪神淡路・大震災（兵庫県）
新潟県中越地震（新潟県）
東日本大震災（宮城県）
熊本地震前震/本震（熊本県）

十勝沖地震（北海道）
福岡西方沖地震（福岡県）

能登半島地震（石川県）
新潟県中越沖地震（新潟県）

広域
搬送

互助
共助



救護と透析



医療対策課／Ehime Pref. Medical Service Measures DivisionConfidential Information

透析医療とDMAT（平成27年9月関東東北豪雨）



医療対策課／Ehime Pref. Medical Service Measures DivisionConfidential Information

透析医療とDMAT
（透析患者搬送）



透析医療のニーズの流れ（災害時）

ライフライン、患者搬送

透析被害状況

被災透析医療機関



災害時透析連絡網（中予）

中予圏域代表病院各地区透析災害拠点病院

中予ブロック 
松山赤十字病院◎  
道後一万クリニック  
岩崎内科  
衣山クリニック  
松山西病院  
あずま泌尿器科クリニック  
松下クリニック  
小田ひ尿器科・ふみこ皮フ科  
佐藤循環器科内科 
愛媛県立中央病院◎ 
愛媛大学医学部付属病院◎  
増田泌尿器科  
武智ひ尿器科・内科  

◎愛媛県災害拠点病院  ○災害時地域拠点病院 

松山市民病院 
（関川孝司） 

重信クリニック 
（島本憲司） 
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済生会松山病院 
（白戸玲臣） 

北条病院 
（前田明信） 
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18 

中予 

南松山病院 
（檜垣實男） 

 

中予ブロック



Lineworks

• 資料添付できる
• 既読確認ができる
• 定期的な訓練が必要

愛媛人工透析研究会事務局からの情報発信



情報共有



災害時情報伝達集計専用ページ入力



発災時情報入力のテンプレート

クリック



2018年7月西日本豪雨
（愛媛人工透析研究会の対応）



西日本豪雨災害発生からの経過

①平成30年7月7日早朝➡災害発生

②午前 愛媛県立中央病院透析室で対策検討

③午前 愛媛県下透析施設に一斉送信メール

④午前 愛媛人工透析研究会ホームページ

災害時情報伝達集計専用掲示板 へ被害状況書き

込み要請

http://www.ehimetoseki.jp/bbs/forums/


豪雨被害の経過（１日目）

施設名 状況

南予A病院
透析予定の患者18名中4名のみ来院
来院できなかった14名は、翌日透析

南予B病院
（災害拠点病院）

来院困難な患者7名が翌日透析
内子在住の患者を中予透析施設へ搬送

南予C病院

洪水・道路破損のため一部患者を入院透析
で対応
野村地区：4名、明浜地区：3名、吉田町地区：
1名

南予D病院 吉田町在住の患者1名を入院透析で対応

松山赤十字病院 肱川在住のＣＡＰＤ患者を入院で対応

南予E病院
18名来院不能。数名の患者を帰宅困難にて
入院で対応



厚生労働省よりメールあり（３日目)

• お世話になっております。

• 厚生労働省 がん・疾病対策課 ○○です。愛媛県の被害状況
報告お願いします。

• 何度もお電話させていただきありがとうございました。
• A病院に関しましては、浸水されたとのことですが、周辺施設で対応されていると

いうことで
• よろしいでしょうか。
• 水の問題等ございましたらすぐに対応しますのでお知らせください

• また、来院不能患者については、どのような対応されたか（入院や他の施設で
受入等）ご存じでしたらご教示頂けますと幸いです。

• どうぞ宜しくお願い致します。
• ○○ ○○ 拝
• ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
• 厚生労働省健康局がん・疾病対策課
• 主査 ○○ ○○



南予被災病院からの報告

• 当日、スタッフが被災と通行止めで集まらなかった

• 患者の把握困難。地図等で道路状態の把握及び避難所の把

握の必要➡各患者の避難所把握が必要

• ＡＭ６時より透析患者からの電話対応で業務に支障

• 愛媛県透析研究会被災状況入力や他院と連絡方法について

業務をしながら行うのは大変



行政の方もみることができ情報
共有可能です



患者さんへの啓蒙について

患者カードの携帯

ポスター：患者への災害啓発

被災時は避難所へ（避難経路、家族への啓蒙）

患者への情報伝達手段が課題（171？）



患者カード



患者さん自己管理表（表）



裏



患者への災害啓発
ポスターを病院内に

掲示



今後の情報共有について

災害時情報共有システムをコロナ対応にも活用

情報発信はLine

会議はZoom（平時から）



謝 辞

ご清聴ありがとうございました。ご意見いただ

けたら幸いです。

今後とも宜しくお願い致します。
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